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東
日
本
大
震
災
追
悼
式
で
原
発
事
故
に
言
及
し
な
か
っ
た
理
由
に
関
す
る
質
問
主
意
書

三
月
十
一
日
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
、
今
年
で
六
回
目
と
な
る
東
日
本
大
震
災
の
政
府
主
催
の
追
悼
式
で
、
安
倍
総
理

は
「
原
発
事
故
」
の
文
言
を
式
辞
で
使
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
原
発
事
故
と
の
戦
い
は
続
い
て
い
ま
す
」
（
一
二
年

野
田
総
理
）
、
「
原
発
事
故
の
た
め
に
い
ま
だ
古
里
に
戻
れ
な

い
方
々
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
」
（
一
三
年
、
一
四
年

安
倍
総
理
）
、
「
原
発
事
故
の
た
め
に
住
み
慣
れ
た
土
地
に
戻
れ

な
い
方
々
」
（
一
五
年
、
一
六
年

安
倍
総
理
）
と
、
昨
年
ま
で
の
追
悼
式
で
は
必
ず
原
発
事
故
に
言
及
し
て
い
た
が
、
今

年
の
追
悼
式
で
安
倍
総
理
が
「
原
発
事
故
」
と
の
文
言
を
使
わ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

今
年
の
追
悼
式
の
式
辞
で
、
安
倍
総
理
は
「
復
興
は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
」
、
「
福
島
に
お
い
て

も
順
次
避
難
指
示
の
解
除
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
復
興
は
新
た
な
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
」
な
ど
と
復
興
の
成
果
を
強
調
し
た

が
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
今
後
ど
の
程
度
の
年
限
と
費
用
を
要
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

四

安
倍
総
理
の
式
辞
で
い
う
「
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
我
が
国
が
有
す
る
防
災
の
知
見
や
技
術
を
世
界
の
皆
様
に
役
立
て

一



て
い
た
だ
く
こ
と
は
我
々
の
責
務
」
の
中
の
「
我
が
国
が
有
す
る
」
「
技
術
」
を
「
世
界
の
皆
様
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ

と
は
我
々
の
責
務
」
と
は
、
我
が
国
の
海
外
へ
の
原
発
輸
出
を
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


